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 【写真】 農福連携ファーム
「農場ひらきは笑顔でテープカット！」（大潟村）
【大潟村社会福祉協議会（P12）】
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　地域福祉活動参加促進検討委員会報告

秋田県内の福祉の職場で働きませんか？
高齢者総合相談・生活支援センターからのお知らせ（相談日の予定）
ねんりんピック紀の国わかやま2019参加者募集/「秋田LL大学園」受講生募集
皆様の善意
”職場紹介リレー” 障害者支援施設　虹のいえ（藤里町）
シリーズ”社協のいま” 大潟村社会福祉協議会

 　「ともにつながり支えあう ぬくもりと笑顔あふれる幸せのまちづくり」
　の実現に向けて

地域福祉活動参加促進方策の手引き作成

P5 平成31年（2019）年度事業計画及び予算
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秋
田
県
で
は
平
成
30
年
度
、「
秋
田
県

『
我
が
事
・
丸
ご
と
』
の
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
創
設
し
、
県
民
の
地
域
福

祉
活
動
へ
の
参
加
促
進
に
向
け
た
意
識

の
醸
成
や
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
養
成

等
に
取
り
組
み
、
市
町
村
に
お
け
る
包

括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
本
会
は
「
地
域

福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
」
を
県
か
ら

受
託
し
、「
地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進

検
討
委
員
会
」
を
設
け
、
本
年
３
月
に

「
地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進
方
策
の
手

引
き
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
の
目
的
は
、
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
な
り
得
る
人
材
の
育
成
方
策
や

地
域
福
祉
活
動
へ
の
住
民
参
加
の
促
進

方
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
委
員
会
は
、

大
学
教
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
役
員
、
社
会
福
祉
法
人
職

員
、
行
政
職
員
の
９
名
の
委
員
で
構
成

し
、
４
回
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
委
員
会
で
は
、「
住
民
参
加
に

よ
る
福
祉
活
動
の
現
状
と
課
題
」
に
つ

い
て
協
議
し
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
内
容
が
住
民
に
十
分
理
解
さ
れ

て
い
な
い
、
委
員
の
な
り
手
不
足
、
福

祉
協
力
員
と
の
連
携
が
十
分
で
な
い
。

老
人
ク
ラ
ブ

地
域
の
過
疎
化
が
進
み
、
会
員
だ

け
で
な
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
そ
の
も
の

が
減
少
し
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

自
治
会
に
働
き
か
け
て
サ
ロ
ン
活

動
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
（
協
力
）
員
が
短
期
間
で
交
代

す
る
た
め
活
動
が
定
着
し
な
い
。
民

生
委
員
と
の
役
割
分
担
が
難
し
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

担
い
手
養
成
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

活
動
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。

社
会
福
祉
法
人

福
祉
活
動
の
企
画
や
中
心
的
役
割

を
担
う
人
材
が
地
域
に
い
な
い
。
学

校
等
を
含
め
た
、
異
業
種
と
つ
な
が

る
何
ら
か
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

行
政

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
つ

い
て
は
、
精
神
的
な
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

障
害
者
は
社
会
参
加
の
場
を
求
め

て
お
り
、
地
域
活
動
の
担
い
手
に
な

り
得
る
。

大
学
教
員

地
域
の
関
係
者
が
連
携
す
る
た
め

の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
上
で
、

福
祉
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
の
手

引
き
で
は
、
住
民
の
参
加
が
期
待
さ
れ

る
地
域
福
祉
活
動
を
パ
タ
ー
ン
化
す
る

と
と
も
に
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の
住
民

の
参
加
促
進
、
担
い
手
の
育
成
に
向
け

た
取
組
み
の
考
え
方
や
実
際
の
取
組
み

の
例
を
示
し
た
ほ
か
、
参
考
と
な
る
県

内
の
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
お

り
、
次
の
５
章
で
構
成
し
ま
し
た
。

ま
ず
、Ⅰ
「
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
、

地
域
福
祉
の
基
本
的
な
考
え
方
や
住
民

参
加
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
Ⅱ
「
住
民
参
加
に
よ
る
主
な

地
域
福
祉
活
動
」
で
は
、
地
域
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
福
祉
を
高
め
る
活
動

を
、
近
隣
住
民
に
よ
る
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
活
動
、
有
償

等
に
よ
り
生
活
を
支
援
す
る
活
動
（
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
）
の
ほ
か
、
制
度
や

組
織
を
基
盤
と
し
た
活
動
な
ど
に
分
類

す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
は
、
限
ら
れ
た
特
別

な
人
が
実
施
す
る
も
の
で
は
な
く
、
例

え
ば
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
地
域
の

方
々
が
以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
互
助
の

延
長
線
上
に
あ
る
、
誰
で
も
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
活
動
も
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
Ⅲ
「
住
民
の
参
加
促
進
・

担
い
手
育
成
に
向
け
た
取
組
の
ポ
イ
ン

ト
」
で
は
、
具
体
的
に
①
「
住
民
の
参

加
促
進
」、
②
「
担
い
手
発
掘
」、
③
「
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
の
３
つ
の

視
点
（
ス
テ
ッ
プ
）
で
考
え
方
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
実
践
例

（
主
な
取
組
み
）
を
示
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、
住
民
の
参
加
促

地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進
方
策
の
手
引
き
作
成

地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手
養
成
に
向
け

〜
地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進
検
討
委
員
会
報
告
〜
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進
に
向
け
、
地
域
福
祉
活
動
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
た
め
、
地
域
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
９
点
の
ポ

イ
ン
ト
と
実
践
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
な
る
人
材
発
掘
の
手
法
と
し
て

有
効
と
考
え
ら
れ
る
８
点
の
ポ
イ
ン
ト

と
実
践
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
持
続
的
な
活
動

に
つ
な
げ
る
た
め
、
活
動
し
や
す
い
環
境

を
構
築
す
る
上
で
考
え
ら
れ
る
７
点
の

ポ
イ
ン
ト
と
実
践
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
参
加
の
促
進
や
人
材
発

掘
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
イ
メ
ー
ジ
や
活
動

主
体
別
の
取
組
み
例
な
ど
も
示
し
、
実

際
に
役
立
て
や
す
い
も
の
と
す
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ⅳ
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」

と
し
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方

式
に
よ
り
、
若
い
世

代
や
地
域
貢
献
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
人

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
や
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
見
守
り

な
ど
に
関
す
る
疑
問

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
・
立
場
か
ら

考
え
方
を
説
明
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
Ⅴ
「
実
践
事
例
」
で
は
、

検
討
委
員
会
委
員
が
所
属
す
る
団
体
等

の
取
組
み
な
ど
８
事
例
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
活
動
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
や
推
進
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

本
手
引
き
は
、
市
町
村
行
政
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
・
団
体
等
に
配
付
し
て

お
り
、
ま
た
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

住
民
参
加
・
協
働
を
具
体
的
に
進
め
る

た
め
の
参
考
と
し
て
御
活
用
く
だ
さ

い
。

 

県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.akitakenshakyo.or.jp/

ステップ１　住民の参加促進に向けたポイント（抜粋）

ポイント1　活動の理解促進
 　　地域福祉活動への正しい理解を広げるための啓発活動を行うことが重要である。

ポイント2　活動の楽しさややりがいの発信
　　活動が自身の生きがいになることや、人の喜びがモチベーションにつながることを発信する。

ポイント3　地域ニーズと活動の必要性の明確化
　　自分が暮らす地域で何が問題か、活動の必要性と自らの参加の有用性を理解する。

ポイント4　活動の入口となる場づくり
　　活動によって達成感や充実感が得られる取組を準備する。

ポイント5　多機関・団体等との連携
　　情報共有する場を設けるとともに、連携の調整役となる人材を確保する。

ポイント6　日常的な支え合いに対する評価
　　近所との会話等、日ごろ当たり前のように行っていることを大事な活動として評価する。

ポイント7　活動ノウハウの啓発
　　活動の仕方が分からない人向けに、活動を報告する場等を広く案内し、活動のノウハウを伝える。

ポイント8　地域を基盤とした福祉教育の推進
　　住民自身が地域の課題に気づき、自ら取り組む意識を育む場づくりを進める。

ポイント9　学校における福祉教育の推進
　　総合的な学習の時間等を活用し、活動体験の機会を設定する。
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ステップ２　担い手発掘に向けたポイント（抜粋）

ポイント1　自治会・町内会との連携
　　自治会・町内会の活動に積極的に協力し、日常的に良好な関係性を構築する。

ポイント2　イベントの開催
　　関係機関・団体と自治会等との共催によるイベントを開催し、多様な人材を交えての企画運営により、
　信頼関係の構築と活動の理解促進につなげる。

ポイント3　小・中学校との連携
　　小・中学校とタイアップした企画を行うことで、教員や保護者などとの関係を深め、地域の理解者を増
　やす。

ポイント4　高校・大学等との連携
　　高校や短大、専門学校、大学で地域貢献に取り組むサークルなどと活動することで、新たな発想を得る
　とともに、学生の地域への関心を高める。

ポイント5　退職・シニア世代へのアプローチ
　　高齢であっても十分な体力と時間がある方や地域貢献活動に興味のある方に対し、実際に活動に参加し
　ている方から勧誘してもらう。

ポイント6　趣味の会との連携
　　余暇・趣味活動のグループに対して、世代間交流事業やサロン活動などの講師を依頼して関わりをつく
　る。

ポイント7　障害者等の社会参加
　　社会との関わりを持てずにいる方の社会参加の場づくりを進める。

ポイント8　日常的なアンテナの活用
　　一定程度の期間を通して人物を理解し、相応しいと思われる人材と信頼関係を築いた上でアプローチす
　る。

ステップ３　活動しやすい環境づくりに向けたポイント（抜粋） 

ポイント1　定期的な情報共有
　　担い手同士が取組状況や活動上の課題等を共有するための場を定期的に設ける。

ポイント2　社会資源の活用
　　多職種が一堂に会する会議や研修会等の場を活用し、地域の連携体制を築く。

ポイント3　精神的負担の軽減
　　担い手が活動中に抱える悩みごとなどを聞く機会を設け、ストレスを解消する。

ポイント4　持続可能な無理のない活動づくり
　　無理に参加を求めず、可能な範囲での活動とする。

ポイント5　自発的意見の尊重
　　活動の押し付けとならないよう配慮するとともに、日ごろ自然発生的に行われていることを評価した上
　で地域課題の解決につなげる方法を考える。

ポイント6　活動の有償化の検討
　　利用者の遠慮や気兼ねをなくすことや、活動の運営基盤の確立としての目的だけではなく、担い手のモ
　チベーションを高める効果があることに着目する。

ポイント7　支えられる側の理解促進
　　一方的に支えられるのではなく、「相互に支え合う」機運を醸成するための啓発を行う。
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
地

域
づ
く
り
」
強
化
の
た
め
の
施
策
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
法
人
・

福
祉
施
設
、
住
民
組
織
等
が
そ
れ
ぞ
れ

求
め
ら
れ
る
役
割
・
機
能
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
の
取
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

住
民
に
身
近
な
圏
域
に
お
い
て
、
住

民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
解

決
を
試
み
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

「
地
域
福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
」、「
地

域
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
」
を
継
続
す
る
ほ
か
、
地
域
の
実

態
に
即
し
た
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
を
担
う
人
材

「
と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合
う 

ぬ
く
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事
業
計
画
及
び
予
算

育
成
を
目
的
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
者
養
成
研
修
」
や

「
福
祉
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
・
介
護
予

防
の
基
盤
整
備
を
担
う
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
機
能
発
揮
に
資
す
る

研
修
を
行
い
ま
す
。

更
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
県
版
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
等
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
振
興
に
努
め
る
ほ
か
、「
秋
田
Ｌ

Ｌ
大
学
園
」
を
通
じ
て
高
齢
者
の
社
会

参
加
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
市
町
村
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら

高
齢
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
抱
え
る
悩

み
ご
と
等
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
に
向
け
て
、
市
町
村
へ
の
専
門
職

派
遣
に
よ
る
地
域
ケ
ア
会
議
の
運
営
支

援
の
ほ
か
、
関
係
機
関
の
従
事
者
向
け

《
基
本
方
針
１
》

地
域
共
生
の
仕
組
み
づ
く
り

　 

―
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―

の
各
種
研
修
に
よ
り
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
・
介
護
予
防
の
取
組
み
強
化
を
図

り
ま
す
。

国
の
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
お
け
る
権

利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
、
県
と
連

携
し
新
た
に
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
拡
大
を

図
り
つ
つ
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
核
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
視

野
に
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど

の
社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
強
化
を
図

る
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

社
会
的
な
孤
立
や
貧
困
問
題
へ
の
対

応
と
し
て
、
改
正
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
対
応
し
た
事
業
の
展
開
を
支
援

す
る
ほ
か
、
生
活
福
祉
資
金
を
は
じ
め
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
児
童
養
護
施
設

の
退
所
者
等
を
対
象
に
し
た
貸
付
制
度

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」
を
進
め
る
た
め
、
社

会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
互
い
の
特
徴
を
活
か
し
、
複
合
的

な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
や
引
き
こ
も
り

な
ど
、
制
度
の
狭
間
の
問
題
に
対
応
し

た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
な
げ

る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
県
社
会
福
祉
法
人

経
営
者
協
議
会
と
連
携
し
て
具
体
的
な

取
組
み
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
災
害
支
援
体
制
の
構

築
に
向
け
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
行
政
と
合
同
で
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
の
実
地
訓
練
を

行
い
、
対
応
力
強
化
を
図
る
ほ
か
、
被

災
地
の
避
難
所
へ
派
遣
す
る
災
害
派
遣

福
祉
チ
ー
ム
員
の
養
成
・
登
録
を
進
め

ま
す
。

県
民
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
、
会
員
向
け
メ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ

ン
の
内
容
の
充
実
な
ど
に
よ
り
情
報
提

供
機
能
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
大
会
や
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
を
通
じ
て
県
民
・
福
祉
関
係
者
の

共
通
理
解
を
図
る
な
ど
、
県
民
啓
発
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

更
に
、
県
民
の
善
意
を
地
域
福
祉
の

推
進
や
災
害
遺
児
へ
の
支
援
に
役
立
て

る
た
め
、
本
会
へ
の
寄
附
や
共
同
募
金

活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
県
民
の

社
会
貢
献
活
動
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

県
民
が
抱
え
る
多
様
な
生
活
福
祉
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
に
お
け
る
関
係
機
関
や
団
体
と
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少
子
・
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

多
様
化
し
増
大
す
る
住
民
の
福
祉
・
介

護
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
基
盤
と
な

る
福
祉
・
介
護
制
度
の
充
実
と
相
ま
っ

て
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
が
喫
緊

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無

料
職
業
紹
介
」
機
能
の
一
層
の
強
化
と

継
続
的
な
求
人
・
求
職
開
拓
に
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
人
材
確
保
・
定
着
促
進

に
向
け
て
、
県
北
・
中
央
・
県
南
に
介

護
人
材
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
引
き
続
き
配

置
し
て
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
へ
の
新

規
就
労
を
希
望
す
る
求
職
者
の
開
拓
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
資
格
を
有
し
な
が
ら
家
庭
の
事

情
等
に
よ
り
離
職
し
た
未
就
業
の
有
資

格
者
等
を
対
象
に
、
研
修
を
実
施
し
再

就
業
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
就
労

意
欲
の
高
い
元
気
な
中
高
年
齢
者
等
の

世
代
を
福
祉
・
介
護
の
職
場
へ
の
就
労

に
繋
げ
る
た
め
の
「
介
護
の
入
門
教
室
」

等
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

《
基
本
方
針
２
》

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

―
働
き
や
す
く
や
り
が
い
の

　
　
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
の
推
進
―

ま
た
、
社
会
保
険
労
務
士
、
中
小
企

業
診
断
士
及
び
理
学
療
法
士
の
専
門
職

を
事
業
所
へ
派
遣
し
て
、
職
場
の
労
働

環
境
の
改
善
や
事
業
所
の
経
営
指
導
、

職
員
の
腰
痛
予
防
対
策
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
人
材
確

保
策
と
し
て
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に

対
す
る
若
年
層
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

福
祉
系
大
学
等
の
教
員
に
よ
る
個
別
面

談
や
事
業
所
見
学
を
行
う
「
高
校
生
福

祉
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
中
学
生
・

高
校
生
等
を
対
象
に
し
た
「
介
護
の
職

場
体
験
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
中
学
校
の
生
徒
や
教
職
員
・

保
護
者
等
を
対
象
に
、
事
業
所
の
若
手

職
員
な
ど
の
協
力
を
得
て
福
祉
の
仕
事

の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

併
せ
て
、
県
内
に
お
け
る
介
護
人
材

や
保
育
士
の
確
保
に
向
け
、
介
護
福
祉

士
修
学
資
金
貸
付
事
業
や
介
護
福
祉
士

資
格
取
得
の
た
め
の
実
務
者
研
修
施
設

に
入
学
し
た
研
修
生
に
対
す
る
介
護
福

祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
貸
付
事
業

等
、
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

ま
た
、
県
か
ら
受
託
し
て
い
る
福
祉

保
健
研
修
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
自
主

企
画
研
修
と
し
て
研
修
ニ
ー
ズ
に
基
づ

き
介
護
実
技
講
座
、
認
知
症
介
護
に
関

す
る
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
社
会
福
祉

事
業
従
事
者
の
専
門
性
の
向
上
と
質
の

高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

更
に
、
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
や
専
門
研
修
を
実
施
し
、
介

護
支
援
専
門
員
の
確
保
や
資
質
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
施
設
や
居
宅
に
お
い

て
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を
よ
り
安
全
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
介
護
職
員
向
け
の

た
ん
吸
引
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
公
益
性
・
非
営
利
性
に
ふ
さ
わ
し

い
経
営
組
織
の
構
築
や
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
法
人
と
し
て
の
積
極
的
な
取
組

み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
経

営
相
談
事
業
や
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
経
営
の

強
化
を
支
援
し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
か
ら
の
苦

情
の
適
切
な
解
決
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、「
運
営
適
正
化
委
員
会
」
で
は
、

苦
情
対
応
や
解
決
の
た
め
の
助
言
、
適

切
な
機
関
の
紹
介
な
ど
の
相
談
機
能
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
福

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
県
を
取
り

巻
く
様
々
な
福
祉
課
題
の
調
査
・
研
究

活
動
を
通
じ
て
積
極
的
に
提
言
活
動
を

行
い
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
地
域
福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
の

　
　

実
施

○
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業
の

　
　

実
施

○
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協
の

　
　

連
携
に
よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進

　
　

モ
デ
ル
事
業
の
実
施

○
種
別
協
議
会
・
団
体
と
の
連
携
・

　
　

協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
委
員

　
　

会
の
機
能
強
化
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祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
対
す
る

調
査
や
助
言
等
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・

向
上
に
つ
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価
事
業
の
調
査
者
の
確
保
と
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
施
設

に
対
し
積
極
的
に
受
審
を
働
き
か
け
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度
は
、

介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
利

用
者
本
位
」「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」「
利

用
者
に
よ
る
選
択
（
自
己
決
定
）」
を
確

実
に
保
障
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
県

民
へ
の
正
確
な
情
報
提
供
に
向
け
、
適

切
か
つ
円
滑
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ

　
　

の
促
進

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
等
介
護
職
参

　
　

入
促
進
事
業
・
潜
在
介
護
福
祉
士

　
　

再
就
業
促
進
事
業
の
実
施

○
中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

　
　

等
の
実
施

○
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事

　
　

業
・
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

　
　

の
実
施

○
福
祉
保
健
従
事
者
研
修
の
充
実

市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
全
県
の
地
域
福
祉
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
本
会
の
組

織
・
財
政
基
盤
の
確
立
が
重
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
、
会
の
円
滑
な
運
営
と
組
織

の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
財
源

の
確
保
と
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
火
災
・
自
動
車
共
済
、

自
動
車
リ
ー
ス
な
ど
の
利
用
促
進
を
図

り
、
多
様
な
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
会
員
及
び
会
費
規
程
に

基
づ
き
、
積
極
的
に
会
員
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は
、

開
設
か
ら
32
年
を
経
過
し
、
経
年
劣
化

に
よ
る
修
繕
箇
所
も
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
向
け
て
県
と
協
議
し
な
が
ら
計

画
的
な
修
繕
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年

７
月
に
成
立
し
た
改
正
健
康
増
進
法
を

踏
ま
え
今
年
４
月
か
ら
敷
地
内
を
全
面

禁
煙
と
し
受
動
喫
煙
ゼ
ロ
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

更
に
、
平
成
30
年
11
月
か
ら
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
る
合
同
研
修
室
や
調
理

実
習
室
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

会
館
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
や
太
極
拳

教
室
等
の
開
催
を
通
じ
て
よ
り
一
層
県

民
に
親
し
ま
れ
る
会
館
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
、　

　
　

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
多
様
な
自
主
財
源
確
保
の
拡
充
と

　
　

経
費
節
減

○
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
利
用
者
の

　
　

拡
大

事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
詳
細
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

《
基
本
方
針
３
》

組
織
経
営
基
盤
の
強
化

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   　（単位：千円）

事業・拠点区分名 予算額※
社会福祉事業 440,182

1 法人運営事業 90,099
2 地域福祉トータルケア推進事業 149,958
3 高齢者の生きがい・健康づくり推進事業 21,861
4 高齢者相談支援事業 23,285
5 介護実習事業 44,268
6 介護サービス情報公表事業 23,668
7 福祉保健人材センタ－事業 66,986
8 福祉施設経営推進事業 14,656
9 寄附・募金活動事業 5,401

公益事業 253,098
1 秋田県福祉保健研修センター事業 24,594
2 修学等貸付事業 228,504

収益事業 89,848
1 秋田県社会福祉会館管理運営事業 75,761
2 厚生事業 14,087

合　　　計 783,128
生活福祉資金会計　　　　　　　　　　　　　　　　    　            （単位：千円）

会計区分名 予算額※
1 生活福祉資金会計 133,721
2 生活福祉資金貸付事務費会計 55,617
3 要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計 9,001
4 臨時特例つなぎ資金会計 698

合　　　計 199,037
※予算額は、資金収支予算書における事業活動・施設整備等・その他の活動 による
　各支出の合計額を表示している。

平成 31(2019) 年度一般会計・生活福祉資金会計予算総括表
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秋
田
県
内
の
福
祉
の
職
場
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

～
福
祉
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
・
目
指
す
方
を
応
援
し
ま
す
～

県社協から　のお知らせ

高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

専
門
相
談
や
県
民
介
護
講
座
を
実
施
し
ま
す

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い

秋
田
県
で
は
、
多
様
化
し
増
大
す
る

住
民
の
福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
・
介
護
人

材
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
本
会
で
は
、
福

祉
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
と
、
秋
田

県
内
の
福
祉
・
介
護
・
保
育
の
求
人

事
業
所
と
の
面
談
の
場
と
し
て
「
ふ

く
し
の
し
ご
と
総
合
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
内
で
福
祉
・
介
護
・
保
育

の
仕
事
に
就
く
意
思
の
あ
る
方
や
、

現
在
Ａ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
社
会

人
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
今
年
度
も

次
の
と
お
り
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
で
は
県
内
の
福
祉
・

介
護
事
業
所
の
概
要
説
明
や
職
業
の

適
性
診
断
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
秋
田
で
働
き
た
い
方
、

こ
れ
か
ら
新
た
に
福
祉
事
業
所
等
へ

の
就
労
を
お
考
え
の
方
に
は
、
情
報

収
集
の
機
会
と
し
て
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
の
方
に
も
こ
の
フ
ェ
ア
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

 

法
律
相
談

６
月
11
日
・
25
日
／
７
月
９
日
・

23
日
／
８
月
６
日
・
20
日

遺
産
相
続
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
徳

商
法
被
害
等
の
相
談
を
弁
護
士
が
担

当

 

人
生
相
談

６
月
５
日
／
７
月
３
日
／
８
月
７
日

家
庭
問
題
、
人
間
関
係
、
生
き
が
い

に
つ
い
て
の
相
談
を
学
識
経
験
者
が

担
当

 

権
利
擁
護
相
談

６
月
20
日
／
７
月
18
日
／
８
月
22
日

高
齢
者
虐
待
防
止
、
消
費
者
被
害
相

談
、
成
年
後
見
制
度
利
用
等
に
つ
い

て
の
相
談
を
専
門
家
が
担
当

　

平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
来
所

又
は
電
話
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
口
で
食
べ
て
健
康
寿
命
を

延
ば
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
講
座

を
６
回
開
催
し
ま
す
。
各
回
の
内
容

と
講
師
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
６
月
26
日

　

認
知
症
介
助
士
に
よ
る
フ
ァ
イ
ブ

　

コ
グ
検
査
そ
の
１　

②
７
月
31
日

　

薬
剤
師
に
よ
る
薬
と
食
の
関
係

③
８
月
28
日

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア　

④
９
月
25
日

　

栄
養
士
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

　

ド
バ
イ
ス

⑤
10
月
29
日

　

介
護
食
研
究
会
に
よ
る
食
事
介
助

　

方
法

⑥
11
月
27
日

　

社
会
福
祉
士
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト　

　

サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
介
助
師
に
よ
る
フ
ァ
イ
ブ

　

コ
グ
検
査
そ
の
２

●
ふ
く
し
の
し
ご
と
総
合
フ
ェ
アin

秋
田

　
【
秋
田
会
場
】

　
　

と
き　
　

７
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　

と
こ
ろ　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル面談会の様子

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

 　

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・

　
　
　

  

研
修
セ
ン
タ
ー
（
人
材
部
門
）

　

 

℡ （
０
１
８
）
８
６
４
‐２
８
８
０

お
問
い
合
わ
せ
先

時　

間　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

相
談
料　

無
料（
予
約
が
必
要
で
す
）

申
込
先　

０
１
８-

８
２
４-

４
１
６
５

☆
専
門
相
談
の
ご
案
内（
６
月
～
８
月
）

時　

間　

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

　
　
　
　

ま
で

受
講
料　

無
料(

申
込
が
必
要
で
す)

申
込
先　

０
１
８-

８
２
４-

２
７
７
７

☆
県
民
介
護
講
座
の
ご
案
内

電　

話　

０
１
８-

８
２
４-

４
１
６
５

☆
一
般
相
談
の
ご
案
内

社会福祉あきた  No.350
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皆

様

の

善

意

【
平
成
31
年
２
月
21
日
～

平
成
31
年
４
月
30
日
現
在
】

◎
ご
寄
附
◎

○
互
大
設
備
工
業
株
式
会
社　

様

３
０
，
０
０
０
円

○
株
式
会
社

　

ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
東
北　

様

３
７
０
，
０
０
０
円

○
株
式
会
社
男
鹿
水
族
館　

様

８
０
，
４
２
２
円

○
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
代
理
店
会

　

秋
田
Ｍ
Ｓ
Ａ　

様
４
２
，
９
０
０
円

○
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
こ
ま
ち　

様

５
４
，
６
６
９
円

◎
物
品
預
託
◎

○
株
式
会
社
秋
田
銀
行　

様

　

  「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
の
ふ
し
ぎ
な

実
験
室
」　

招
待
券　

１
４
０
枚

　

⇨
秋
田
県
内
の
児
童
養
護
施
設

　
　

及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
へ

○
秋
田
の
地
域
文
化
を
咲
か
せ
る
会　

様

　
「
芸
術
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
Ｔ
ｈ
ｅ　

あ
き
た
」　

招
待
券　

50
枚

　

⇨
老
人
福
祉
施
設
及
び

児
童
養
護
施
設
へ

○
株
式
会
社

　

ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

○
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

様

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子　

10
台

　

⇨
秋
田
県
内
老
人
・

　
　

障
害
者
福
祉
施
設
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の

ご
寄
附
◎

○
ハ
ー
レ
ー
オ
ー
ナ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
秋
田

　

チ
ャ
プ
タ
ー　

様

　
　
　
　
　
　
　

１
３
，
４
０
０
円

○
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

　
　
　
　
　
　
　

３
７
，
０
４
０
円

○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

５
４
３
，
３
４
０
円

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス

　

営
業
推
進
部　

Ｗ
ｅ
ｂ
・
サ
ポ
ー
ト
部
門

秋
田
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ　

様

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
東
北

　
　
　

秋
田
支
店　

様

・
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ　

エ
ム
イ
ー

　

東
北
事
業
所　

秋
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ　

様

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
南
関
東

　

ビ
ジ
ネ
ス
デ
リ
バ
リ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

部　

東
北
エ
リ
ア
グ
ル
ー
プ　

営
業
支

援
・
Ｓ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
（
秋
田
）　

様

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭

　

和
歌
山
大
会

秋
田
県
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

～
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
～

令
和
元
年
度

   「
秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学
園
」の

 　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

～
新
た
な
自
分
を
見
つ
け
よ
う
～

県社協から　のお知らせ
　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」

は
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
健

康
と
福
祉
の
祭
典
で
す
。

　

今
年
度
は
、「
あ
ふ
れ
る
情
熱　

は

じ
け
る
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月

９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
、
和

歌
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋
田
県

の
参
加
予
定
の
競
技
と
募
集
人
数
は

次
の
と
お
り
で
す
。

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
担
当

　

 

℡ 

０
１
８
・
８
２
４
・
２
８
８
８

 　

内
容
等
の
詳
細
は
、
県
社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
「
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

　

概
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
こ

れ
か
ら
の
高
齢
期
を
充
実
し
て
過
ご
す

た
め
の
入
門
講
座
と
し
て
、「
秋
田
Ｌ
Ｌ

大
学
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
参
加
の
促
進
や
心

身
の
健
康
保
持
を
目
的
と
し
て
、
生
き
が

い
・
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
地
域
福

祉
に
関
す
る
講
座
等
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
専
門
家
の
講
話
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
会
場
と
募
集
人
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

秋
田
市
（
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
50

名
）、
大
館
市
（
大
館
市
立
中
央
公
民
館
30

名
）、大
仙
市
（
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー
30
名
）

　

開
催
期
間
は
６
月
か
ら
12
月
ま
で
。

　

受
講
料
（
資
料
代
等
）
は
１
回
５
０
０

円
、
全
７
回
分
で
３
，
５
０
０
円
で
す
。

【スポーツ交流大会】卓球 (8 名 )、テニス (9 名）、
ソフトテニス (9 名）、ソフトボール（15 名）、ゲー
トボール（9 名）、ペタンク (4 名）、ゴルフ (3 名）、
マラソン (6 名）弓道 (8 名）、剣道 (8 名）

【ふれあいスポーツ大会】水泳 (8 名）、グラウンド
･ ゴルフ (6 名）、オリエンテーリング (3 名）、ボウ
リング (4 名）、サッカー (20 名）、ソフトバレーボー
ル (9 名）、なぎなた (5 名）、ウォークラリー (5 名）、
太極拳 (8 名）、ダンススポーツ (9 名）、パークゴル
フ (4 名）、合気道 (5 名）、

【文化交流大会】囲碁 (3 名）、将棋 (3 名 )、俳句（2
名）民謡 (1 名）、健康マージャン (4 名）講演会 (5 名）

社会福祉あきた  No.350
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当
施
設
は
、
秋
田
・
青
森
の
県
境
に
位
置
す

る
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
麓
の
藤
里
町
に
、
昭

和
63
年
４
月
に
授
産
施
設
虹
の
い
え
と
し
て
入

所
定
員
50
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
藤
里
町

は
人
口
約
３
，
３
０
０
名
弱
と
小
さ
な
町
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
然
豊
か
で
特
に
白
神
山
地
を

覆
う
ブ
ナ
林
は
優
れ
た
保
水
能
力
が
あ
り
、
ま

さ
に
「
緑
の
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
く
、

水
が
と
て
も
豊
富
で
す
。
ま
た
、
町
民
の
方
々

は
、
人
情
味
が
あ
り
、
誰
と
で
も
気
兼
ね
な
く

話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
地
域
性
の
中
で
当
施
設
は
30
年
以
上

運
営
し
て
お
り
、
平
成
7
年
に
町
内
第
一
号
の

グ
ル
ー
プ
ー
ム
を
開
所
し
て
以
降
、
現
在
ま
で

に
計
８
ホ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
36
名
の
方
が
生

活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
開
所
当
時
は
、

農
産
物
や
木
工
品
加
工
、
緬
羊
飼
育
の
授
産
活

動
が
主
で
、
職
場
実
習
も
盛
ん
で
し
た
が
、
利

用
者
の
方
々
の
高
齢
化
や
重
度
化
が
年
々
進

み
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
生
活
介
護
事
業
に
一

本
化
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て

い
る
方
々
も
、
高
齢
化
に
加
え
重
度
化
も
進
ん
で

き
て
い
る
ほ
か
、
保
護
者
の
方
々
の
高
齢
化
も
追

い
打
ち
を
か
け
、「
親
亡
き
後
」
が
深
刻
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

支
援
現
場
は
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
介
護
や

援
助
、
相
談
と
多
く
の
場
面
で
質
の
高
さ
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
施
設
で
は
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
タ
イ
プ
と
車
い
す
タ
イ
プ
の
特
別
浴
槽
を

完
備
し
た
施
設
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
自

閉
症
の
方
々
や
行
動
障
害
の
あ
る
方
も
集
中
し
て

活
動
に
取
り
組
め
る
生
活
環
境
も
充
実
さ
せ
て
お

り
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
変
わ
り
、
平
成
は
自

然
災
害
が
多
い
時
代
と
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
福
祉
の
面
に
お
い
て
も
平
成
の
30
年
間
は
、

措
置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
、
障
害
者
自
立
支
援

法
、
障
害
者
総
合
支
援
法
と
波
乱
に
満
ち
た
時
代

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
時
代
や
制
度
が

変
わ
ろ
う
と
も
、
当
施
設
の
理
念
で
あ
る
「
と
も

に
生
き
、
と

も
に
働
く
」

を
大
切
に

し
、
変
わ
る

こ
と
の
な
い

質
の
高
い
利

用
者
支
援
を

心
が
け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

24

社
会
福
祉
法
人
　
秋
田
虹
の
会

障
害
者
支
援
施
設
　
虹
の
い
え

施
設
長
補
佐
　
細
　
田
　
光
　
彦

『
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
目
指
し
て
』
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護師賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

〈SJNK18-14801 2019.2.1作成〉

施設職員の補償プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1 口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

死亡保険金

1事故・期間中

140万円
定員１人 1 口あたり

施設役員・職員
1 名 1 口あたり 3円（１日あたり）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

平成31年度

改定

改定

改定

改定

新設
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大
潟
村
は
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業

「
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体

制
構
築
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
大
潟
村

社
協
に
事
業
を
委
託
し
、
平
成
28
年
度
か

ら
村
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
表
す
「
農
福

連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
大
潟
村
農
福

連
携
包
括
的
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
社
協
内
に
「
大
潟
村
な
ん
で
も

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
包
括

化
推
進
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
包
括
化
推

進
員
は
相
談
者
が
抱
え
る
複
合
的
で
複
雑

化
し
た
問
題
を
把
握
し
て
、
各
制
度
の
相

談
支
援
機
関
を
総
合
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
を
解
決
し
て

い
き
ま
す
。

包
括
化
推
進
員
は
月
に
一
度
又
は
必
要

に
応
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
を

開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
行
政
、
社
協
、

福
祉
と
農
業
の
連
携
に
よ
る

　
　
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
民
生
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設

な
ど
多
機
関
・
多
分
野
の
関
係
者
が
集
ま
っ

て
、
相
談
者
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
が
包

括
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
調
整

を
し
た
り
、
各
機
関
が
抱
え
る
課
題
の
共

有
や
地
域
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

地
域
に
不
足
し
て
い
る
社
会
資
源
の
創
出

に
つ
い
て
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
や
福
祉
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
村
民
が
地
域
の
課
題
を
他
人
ご
と
で
は

な
く
我
が
事
と
し
て
と
ら
え
、
支
え
合
え

る
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
し
、
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
「
農
福
連
携
」
を
推
進
す

る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
農
福
連
携
推
進
に
関
す
る
基
本
構

想
が
作
成
さ
れ
、
８
カ
年
構
想
の
中
に
農

福
連
携
フ
ァ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
し

て
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
が
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
、
可
能
な
限
り
地
域
の
中

で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
拠
点
づ
く
り
を
す
る

と
と
も
に
、
就
労
支
援
を
促
進
す
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
大

潟
村
の
特
徴
で
あ
る
農
業
や
豊
か
な
知
識
・

経
験
を
持
つ
高
齢
者
の
能
力
を
活
用
し
、

関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
課
題
へ
の
解
決
に
向
け
た
支

援
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
農
福
連
携
推
進
事
業
計

画
書
を
作
成
し
、
行
政
と
協
議
を
重
ね

て
、
こ
れ
ま
で
未
利
用
だ
っ
た
村
有
地
約

１
６
０
ア
ー
ル
を
借
り
入
れ
、
村
の
補
助
金

を
活
用
し
て
開
墾
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
先

立
ち
、
社
協
と
農
家
で
「
農
福
連
携
フ
ァ
ー

ム
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
農
協
や

秋
田
県
立
大
学
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
一
ヶ
月
ほ
ど
か
け
て
約
50
ア
ー
ル

の
畑
を
作
り
、
５
月
に
カ
ボ
チ
ャ
の
苗
約

１
，
５
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
定
植
と

手
入
れ
、
収
穫
は
村
内
の
障
が
い
者
福
祉

施
設
「
大
潟
つ
く
し
苑
」
の
利
用
者
や
高

齢
者
が
担
当
し
、
九
月
末
ま
で
に
延
べ
90

人
が
農
作
業
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
収
穫

し
た
カ
ボ
チ
ャ
は
大
潟
つ
く
し
苑
で
乾
燥

さ
せ
た
後
、
農
協
に
出
荷
し
た
り
、
つ
く

し
苑
で
の
お
菓
子
づ
く
り
の
材
料
と
し
ま

し
た
。

今
後
は
村
民
を
は
じ
め
地
域
に
関
わ
る

す
べ
て
の
人
が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解

決
を
図
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と

支
え
手
を
固
定
せ
ず
、
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
農
福
連

携
フ
ァ
ー
ム
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
居
場

所
と
し
て
、
地
域
に
根
付
く
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

就労体験で中学生がかぼちゃを収穫

会
議
協
祉
福
会
社
村
潟
大

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、最
新
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
！

ま
い
の
協
社

２
０
１
９
年
５
月
号　

令
和
元
年
５
月
31
日
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